
　「自分のお店を開きたいけど、
まだ子どもも小さいから」と悩
んでいるママたちにおすすめし
たい一冊です。開店までのモデ
ルケース、一日のタイムスケ
ジュールが細か
く載っているの
で、自分に合っ
た働き方が見つ
かるかもしれま
せん。　 （竹下）

小さなお店の作り方
～育児しながら起業編～
現役ママの編集チーム　まちとこ・
編 /辰巳出版

　女性の人生は、
結 婚・出 産・介
護と変化に富ん
でいます。それ
ぞれの時期を柔
軟に過ごし、起
業で夢を実現した女性たちが紹
介されています。成功した人の
仕事の選び方・時間とお金の使
い方なども大公開。これから
｢起業したい人｣｢新しい働き方
を考えている人｣におすすめで
す。　　　　　　　　　　（川村）

マイペースで働く！
女子のひとり起業
滝岡幸子 /同文舘

　実際に開業しているお菓子屋
さん・パン屋さんのお店の様子
やインタビューがたくさん紹介
されています。また、後半には
お金や数字のことなど、お店づ

くりの基礎知識も
掲 載 さ れ て い ま
す。写真やイラス
トも楽しく、見て
いるだけでウキウ
キしてきます。

（福田）

　上記の本はアイレックで借りる

ことができます。

小さなお菓子屋さんと
パン屋さんのはじめかた
編著　「わたしのお店のはじめか
た。」編集部 /株式会社マイナビ

毎回の特集記事で、さまざまなことを学べました。今回はフェスタに「染織工房いっぽ」として参加でき楽しめました。　安井

編
集委

員からの一言

　
は
じ
め
に
小
紫
さ
ん
の
講
座
が
あ
り
、
休
憩
を
挟
ん
で
１

時
間
ほ
ど
の
交
流
会
で
し
た
。

　
参
加
者
は
20
名
ほ
ど
で
し
た
が
、
会
場
は
始
ま
る
前
か
ら

熱
気
に
包
ま
れ
、
顔
見
知
り
に
な
っ
た
参
加
者
が
情
報
交
換

し
て
い
る
姿
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
し
た
。

　
小
紫
さ
ん
の
講
座
は
事
業
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
お
金
の

話
で
、
起
業
を
志
し
た
も
の
な
ら
誰
も
が
抱
え
る
課
題
で
す
。

価
格
設
定
の
演
習
で
は
実
践
に
即
し
た
課
題
に
、
み
な
一
生

懸
命
電
卓
に
向
か
い
、
自
分
の
方
針
や
能
力
と
利
益
を
上
げ

る
た
め
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
テ
ー
ブ
ル
ご
と
に
、
小
紫
さ
ん
の
講
演
で
印

象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
後
自
由

に
チ
ラ
シ
や
名
刺
、
情
報
誌
を
片
手
に
言
葉
を
交
わ
し
て
情

報
を
交
換
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
こ
の
仲
間
と
の
別
れ
を

惜
し
み
つ
つ
、
フ
ェ
ス
タ
の
出
会
い
に
感
謝
し
、
交
流
会
は

幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ま
と
め 

安
井
）

　私たちは女性の起業を支援するため「空想・起業・チャレンジ企画」（ＫＫＣ）とい
う団体を立ち上げました。「起業してみたいけれど、どうしたら？」「すでに始めてみた
けれど、今後どうしていけばいい？」といった悩みの解決の糸口になればという思いで、
清瀬市、東久留米市在住の女性５人が集まり「女性起業応援事業」の企画、運営を行い
ました。
　ワークライフバランスの実現を考える上で、女性の起業はひとつの選択肢になるとい

う観点から、そのための講座を３本、実践の場
として出展を通したフェスタを２回、その後の
交流会１回を実施し、たくさんの女性に参加し
ていただくことができました。
　フェスタの参加者からは「自分の生活などを
考えるきっかけとなった」「今後にも繋がりそう
な出会いがあった」「新たな世界が開けそう」「自
立する女性と一緒に学んでいきたい」などの感
想が届いています。

フ
ェ
ス
タ
出
展
者
交
流
会平成

29
年
１
月
15
日
（
日
）　

東
久
留
米
市
市
民
プ
ラ
ザ
会
議
室

女性起業応援事業を通じて、思ったことは？
出展者の感想

「女性起業応援事業」委託団体
「空想・起業・チャレンジ企画」（略称ＫＫＣ）

KKCの皆さん
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